
アライアンス『H-GeneTech Alliance LH-2』について 

 

 

 
2001 年 4 月発足を予定する新水素貯蔵ｼｽﾃﾑ開発のための共同開発体『H-GeneTech Alliance 

LH-2』設立の趣旨、開発目的および機構概要について紹介致します。 

 
｢1｣ 地球環境上の背景 

自然環境の加速度的な劣化、炭酸ｶﾞｽ･CHC/HCFC排出による温暖化の進行、SOX/NOX排出と

酸性雨を原因とする生態系の破壊、喘息・ｱﾄﾋﾟｰ性皮膚炎などの健康障害、環境ﾎﾙﾓﾝ増大による

生殖機能・生態系への影響など、それらの原因は、人間の生活活動と産業活動、すなわち、人間

の存在そのものにあります． 

利便性の追求は、ｴﾈﾙｷﾞｰ利用の増大を招き、生活廃棄物・産業廃棄物による環境汚染、燃焼排気

ｶﾞｽによる健康・機能障害、加速度的な生態系の破壊と地球環境の劣悪化の原因となっています． 

環境劣化に影響を及ぼさない新たらしい水素ｴﾈﾙｷﾞｰｼｽﾃﾑの構築のための研究開発に従事する意

義を、ここで再確認した上で 

 
｢2｣ ｴﾈﾙｷﾞｰ資源上の背景 

ｴﾈﾙｷﾞｰ資源の過半が化石資源であり、その燃焼がｴﾈﾙｷﾞｰ源そのものであります．ｴﾈﾙｷﾞｰ源の代替

なしには地球環境の劣化速度の低減は不可能であります．化石燃料の効率的利用や排気ｶﾞｽ対策

あるいは化石系燃料の燃焼をﾍﾞｰｽにした如何なる技術もその減速に利する程の効果を発揮する

ことはありません． 

 
｢3｣ ｴﾈﾙｷﾞｰ技術開発上の背景 

化石系資源の水素への代替比率の増加がなければ、この地球規模の環境問題は解決の糸口さえ見

いだせませんが、1970 年代から開始された通産省のｻﾝｼｬｲﾝ計画を中心とする新ｴﾈﾙｷﾞｰ技術およ

び水素利用技術開発では、産業界への補助・助成・委託事業などとして、膨大な国家資金が投入

されてきました．また、水素ｴﾈﾙｷﾞｰ源の貯蔵・輸送技術については、国家ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄとして国立研

究機関を中心とした研究開発が延々として続けられてきました．しかしながら、最近になって環

境対応型の燃料電池自動車への関心の高まりの中で、これまでの研究開発推進政策上に大きな欠

落があることに気付きます． 

 
代替・新ｴﾈﾙｷﾞｰ源確保のための研究開発は、初期においては、石炭資源のｶﾞｽ化・石油資源の水

蒸気改質などの技術開発に主眼が置かれてきました．その後は、電力資源を利用した水素製造の

ための水電解技術に移行しました．この中には、太陽光水電解やﾊﾞｲｵﾏｽによる水素資源確保のた



めの研究開発が含まれます． 

我が国が柱とする水素源としての水力資源は、ｶﾅﾀﾞ、ﾛｼｱなど一部の国に限られ、その余剰電力

をもって液化水素を製造し長距離輸送による供給ｼｽﾃﾑの構築をはかろうとする壮大なﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ

があります（我が国の New Sunshine計画中のWE-NET Project）． 

現在の水素ｴﾈﾙｷﾞｰ技術開発の中心は、(1) 水素貯蔵・輸送方法（液体水素、高圧水素、水素吸蔵

合金）、 (2)燃料電池（発電用および自動車用）、(3)改質水素燃料技術（ﾒﾀﾉｰﾙ、天然ｶﾞｽ、ｶﾞｿﾘﾝ）

であります．炭素材料をはじめとするその他の新ｴﾈﾙｷﾞ貯蔵技術は、未だ途に着いたばかりであ

り、その実用化の目途が見極められるのは 21世紀後半以降となるものと考えられます． 

このような状況にあって、新ｴﾈﾙｷﾞｰ技術開発上の大きな欠落とは、大量水素確保のための水素製

造・発生技術開発への対応の無さをさします．これまでのところ、炭酸ｶﾞｽをはじめ環境劣化原

因物質の排出を伴わない水素製造・発生法には、水力発電源を利用した水電解法を除いて他には

ない状況にあります．これを環境、ｺｽﾄ、産業ｲﾝﾌﾗ、実用化・普及時期などを勘案した水素製造・

発生法という視点で眺めると、そこには厳しい状況があることに気付きます．すなわち、大量使

用を前提とした水素燃料源を何に求めるかという問題であります． 

2004-2005 年を目標に定め、燃料電池自動車の実用化の端緒を開くべく計画された California 

Fuel Cell Partnership Projectには、商業化規模を想定した量産可能な水素製造・発生技術の開

発が伴っていなければなりませんが、そのような開発の見通しはありません． 

開発競争の激しい自動車用燃料電池開発には、水素源を何に求めるかという視点が置き去りにさ

れています．燃料電池開発に最も欠落しているのは、水素源の確保につながる何らの保証無しの

開発が進行している現状であります．企業による新技術開発成果や共同・提携開発などの情報が

飛び交っておりますが、そのいずれの内容にも、この一点が欠落した空白箇所が存在します．こ

のことは、国家ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄにおける水素源確保に関する研究開発政策上に欠落があることと同様で

あります． 

 
｢4｣ 新水素製造・発生技術開発の概要 

実用規模を想定した量産可能な水素発生源とその製造技術が存在しない現状では、燃料電池自動

車開発は試作段階を越えて実用化に向かうことはできません． 

 このような状況のもとで、NEDO の委託開発事業として開発研究が始められた水素化硼素金

属水素錯ｲｵﾝを水素発生源とするｼｽﾃﾑは、2005年 3月までの新水素産業技術ｲﾝﾌﾗ整備を最終目標

に定めたﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄとして『H-GeneTech Alliance LH-2』および FC-1なる２つのﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄとして

開発が継続されます． 

このﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの基盤には、地球上に膨大な埋蔵量をもつ硼砂（硼素、ﾅﾄﾘｳﾑおよび酸素からなる

天然資源）を原料とし、その水素化によって水素化硼素ﾅﾄﾘｳﾑを製造するためのﾌﾟﾛｾｽ開発の成功

があります．特に、硼砂の水素化に要する水素源の製造方法には水素吸蔵合金用に確立済みの方

法を採用します．この方法によって供給される水素は、処理用水溶液中に含まれる水素（ﾌﾟﾛﾄﾝ）



であります．また、当然ながらこの水素供給法はﾘｻｲｸﾙ可能であります． 

水素製造・発生源としての水素化硼素ﾅﾄﾘｳﾑは、豊富かつ安価な苛性ｿｰﾀﾞもしくは苛性ｶﾘ水溶液

中に溶解して用いられるため、安全性はもとより可搬性と貯蔵性に優れた水素燃料源であります．

この水素燃料は、水との間の加水分解によって水自体が全水素発生量の半分を供給する水素源と

なることが大きな特徴であります． 

この安定かつ安全な水溶液燃料からの水素発生には、触媒として水素吸蔵合金が用いられます．

この触媒は、半永久的な使用が可能であり、その製造にはすでに確立された技術が適用されます． 

1999 年度の補正予算によるﾐﾚﾆｱﾑﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ第一号開発ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄとして新ｴﾈﾙｷﾞｰ･産業技術総合開

発機構 (NEDO)から受託した、使用済み燃料の再生ﾌﾟﾛｾｽの開発とその実証のための開発ﾌﾟﾛｼﾞｪ

ｸﾄは、2001年 3月末には成功裏に終了する予定であります．特に、その再生ﾌﾟﾛｾｽには、従来の

高温・高圧下での化学反応のような複雑な化学ﾌﾟﾛｾｽを要しない上に、はるかに少ないｴﾈﾙｷﾞｰ消

費を伴うにすぎません． 

この再生ﾌﾟﾛｾｽは、これまで化学的もしくは電気化学的手法とは異なる化学ﾌﾟﾛｾｽによるもので、

世界的にも競合する技術は存在しません．詳細な研究によって、かつて US特許として開示され

たような電気化学的な再生ﾌﾟﾛｾｽは間違いなく「不可能」ﾌﾟﾛｾｽであることも明らかになってきま

した． 

現在、世界的には、米国ｴﾈﾙｷﾞｰ省（DOE）を中心とする水素ｴﾈﾙｷﾞｰ源を何に求めるかという「水

素燃料の国際標準化」の動きが活発になることが予測されております．私たちの願いは、この国

際標準化の動きの先陣に立って、新水素燃料技術の確立に資することであります． 

 
｢5｣ 第二次 H-GeneTech Alliance LH-2アライアンスについて 

2001 年 4 月 1 日発足を予定して準備が進められている第二次ｱﾗｲｱﾝｽ『H-GeneTech Alliance 

LH-2』は、内外の企業研究技術者と大学研究者によって構成される開発共同体であります． 

第一次ｱﾗｲｱﾝｽに参加した 5 社＋2 大学に加えて、新たに石油精製、ﾌﾟﾗﾝﾄｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ、重工、電

力、化学、自動車部品、電気・電子、金属など、多くの産業分野からの参画を得て、新水素燃料

ｼｽﾃﾑの産業技術化ｲﾝﾌﾗの整備に着手します． 

新たに建設が開始された学校法人工学院大学の産官学共同研究ｾﾝﾀｰ（仮称）は、本ｱﾗｲｱﾝｽの基幹

研究ｾﾝﾀｰとして機能します．１０年後の産官学共同研究の有るべき姿を追求するこの研究ｾﾝﾀｰ

が『H-GeneTech Alliance LH-2』の拠点となることは、我が国の大学における研究、特に、産

学共同研究の将来に新しい方向を示すことになるものと考えます． 

内外の参加希望企業と大学研究室に対しては、ｱﾗｲｱﾝｽ･ｵｰｶﾞﾅｲｻﾞｰとしての当研究室からの間もな

く提案書をお届けします．ご応募頂いた企業とは、詳細な協議を通じて参加候補者を絞り込み、

新たな水素供給ｼｽﾃﾑの開発への強固な共同体制としての『H-GeneTech Alliance LH-2』を構築

したいと考えます． 


